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東 部 台 地 区 
開 催 日：平成３０年５月１４日（月） 
開催場所：東部台コミュニティセンター 
参加議員：阿部秀実、舘野裕昭、谷中恵子、津久井健吉、船生哲夫 
 
発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

西茂呂 3 丁目 

かぬま魅力向上特別委員会

について、第３回委員会が秘密

会で開催されたため情報公開

請求をしたところ、議事録が黒

塗りになっていたが、条例に反

するのではないか。傍聴人も退

室を求められた。秘密会の撤回

と謝罪を求める。 

議論の過程で、各委員の様々

な意見や考えがあったことか

ら、誤解が生じないよう、委員

会としての方向性をある程度

決めてから公開することが望

ましいという判断をしました。

その後は公開していますので、

ご理解ください。 

幸町 1 丁目 

ＪＲ鹿沼駅東側の工事につ

いて、進捗状況を知りたい。 
東部台地区をはじめ、 多く

の市民の皆様から、早く進めて

欲しいとの意見をいただいて

いるところです。3 月に古峰が

原街道宮通りの県道が開通し

ました。この県道整備にあわ

せ、第 1 工区の部分 100 メー

トルの整備が完了しました。 
第 2 工区 の 540 メートルと、

第 3 工区の 370 メートルの計

画が進められますが、用地取得

のための地権者との交渉など

も進行中です。第 2 工区の工

期は平成 36 年としています

が、現段階では完成時期につい

て予算立てなども含め明らか

になっていない状況であり、議

会からも早期工事 に向けて、

何度も要望をしているところ

です。また、第 2 工区の計画で

は、この道路から駅につながる

道路と駅東側広場、駅西側への

自由連絡通路も計画されてい
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
ます。工事計画の進行を早める

よう、市に求めていきます。 

幸町 1 丁目 

第 3 工区は住宅が多くあり、

用地取得など交渉は困難だと

思うが、第 2 工区は畑なども

多く、既に計画の線も引かれて

いる。それなのに進行が遅い。

早急に進めて行くことが鹿沼

市の人口減少対策になるので

はないか。議会としても執行部

に対し、明確なスケジュールを

出させるなど、もっと強く言う

べき。 

この整備計画は、市の単独で

はなく、県、国からの補助金と

連動して進められています。こ

の仕組みが、議会から要望をし

ても事業が進まない原因とな

っています。県議会議員、国会

議員への要望も含め、今後さら

に強く求めていきます。 

西茂呂 3 丁目 

議会改革特別委員会につい

て、市民の声を反映する議会改

革を進めて欲しい。他の自治体

では若者議会と称して、一定の

予算枠を設け、議会形式の議論

をして事業を計画するといっ

たことに取り組んでいる。議会

は平日の昼間に開かれている

が、広く市民に傍聴し、関心を

持ってもらうために、仕事や学

校が休みの土日に開催しては

どうか。 

議会改革には、いろいろな議

題があります。広く市民に傍聴

してもらうために、夜間や土日

に開催した地方議会もありま

したが、今は平日に戻したとい

う議会もあります。鹿沼市で

は、 鹿沼ケーブルテレビ本会

議が放映されており、昼も夜も

視聴が可能です。いろいろな意

見がありますが、議会改革特別

委員会の課題として取り組ん

でいきます。 

西茂呂 3 丁目 

少子高齢化に対して、子ども

の対策は充実している。東部台

地区は1970年代に発展してき

た町であることから、70 歳代

前後の人口が増えている。高齢

化対策についても充実をお願

いしたい。 

議会から執行部に伝えてい

きます。 

幸町 1 丁目 

高齢化対策について、東部台

地区も地域包括支援センター

が開設された。私たちはこの地

域包括支援センターの中に、 
デマンド交通を構築させたい

文教民生常任委員会として

は、公共交通のあり方などを調

査研究しています。リーバスの

採算性や走るコースの見直し

など、様々な角度から調査もし
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
と考えている。現在はリーバス

が地域内を走っており、デマン

ド交通はないが、今後の高齢化

が進むことを踏まえ、「ドア・

トゥ・ドア」が可能なデマンド

交通システムを構築させたい

と考えている。現在のリーバス

の年間予算と採算性など、議会

においても今後の交通システ

ムのあり方を考えて欲しい。 

ています。貴重な意見をいただ

きましたので、課題として取り

入れていきます。 

西茂呂 3 丁目 

新庁舎整備について、議会の

新庁舎整備検討特別委員会で

は、中間報告は出されたが、最

終報告が出ていないので出し

てもらいたい。  
また、鹿沼市ではコンサート

などの発表できる場所が限ら

れているので、新庁舎内のホー

ルや議場を市民が利用できる

ホールとして活用できるよう

にして欲しい。 

新庁舎整備検討特別委員会

は、建設場所といった議論の入

口で議会の総意をまとめるこ

とが困難となり、3 月の議会で

廃止となりました。 そのため、

中間報告はしましたが、最終報

告はいたしません。 議会では

各会派で新庁舎と議会棟に対

しての要望書を市に提出する

ことになりました。これからそ

の作業に入りますので、検討材

料として伺っておきたいと思

います。 

緑町 1 丁目 

鹿沼市のまちづくりについ

て、鹿沼の観光ＰＲが弱いので

はないか。彫刻屋台や自然な

ど、良いものがたくさんある。

東部台のふれあい桜まつりで

は、参加者からまつりを観て、

「鹿沼に移住して良かった。」

という意見ももらった。もっと

鹿沼市の観光ＰＲをすること

で、移住定住人口が増えて行く

のでは。議会としても頑張って

欲しい。 

人口減少対策の一つとして

も、鹿沼の魅力を内外にＰＲし

ていくことは大切なことだと

思います。議会での取組や執行

部への働き掛けをしっかり進

めていきたいと思います。 

栄町 1 丁目 鹿沼市の観光ＰＲが、移住定

住人口対策の一助になると考

東部台では、さくらまつりを

初め、数々の イベントで賑わ
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
える。また、各地域の特性を生

かしたまちづくりも大切であ

り、市の新たな事業である「地

域の夢実現事業」は、そういっ

た意味ですばらしいと思う。 

いを創出するコミュニティの

模範となる地区だと思います。

地域の夢実現事業は、市税の

1％程度を財源として、一部の

予算の使い方を各地区に委ね

るものであり、模範ともなる東

部地区の事業を参考に各地区

でも取り組めるよう、議会とし

ても応援して行きたいと思い

ます。 

西茂呂 3 丁目 

議会改革について、他の自治

体でやっていて鹿沼市議会で

やっていないことを取り入れ

て欲しい。会派のプロフィール

や政策などの紹介をホームペ

ージに乗せて欲しい。また、本

会議における提出議案の賛否

を一覧表で乗せて欲しい。 

各会派への報告とあわせ、今

後の議会活動における検討材

料として伺っておきたいと思

います。 
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加 蘇 地 区 
開 催 日：平成３０年５月１５日（火） 
開催場所：加蘇コミュニティセンター 
参加議員：阿部秀実、舘野裕昭、谷中恵子、津久井健吉、船生哲夫 
 
発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

下久我 

少子高齢化が著しい地区で

ある。今、報告してもらった

内容や市の施策などを確実に

進めて行くことが、人口減少

対策になることは理解でき

る。しかし、加蘇地区から見

れば、どれも黒川の東側の施

策だと感じる。西側地域を活

性化する方法を考えてほし

い。この地域は土地も安く道

路も混まない。豊かな自然が

ある。そんなことをＰＲして

欲しい。働く場所も、東側に

企業誘致をすれば、若者は働

く場所を求め移住してしま

う。働ける場所が地元に少な

く、優秀な若者を置いておけ

ない状況になっている。地区

内で対策を話し合っている

が、難しい問題である。 

昨日は東部台地区での報告会

でしたが、少子高齢化問題では、

少子化の対策は充実していて

も、高齢化に対応する施策が弱

いのではという意見もありまし

た。鹿沼市北西部の活性化のた

めに、移住人口促進や企業誘致

などには、道路や水道などのイ

ンフラ整備も欠かせません。議

会としては、引続き執行部との

議論に力を入れていきたいと考

えます。 
 

上久我 

西北部の振興策として、市

はマカの試験栽培に取り組ん

でいる。これまで、麻やこん

にゃくなどの栽培も手掛けた

地域だが、持続できなかった。

マカ試験栽培の進捗状況を知

りたい。 栽培が難しいと聞い

ているが、やってみたいと思

った時に栽培方法や経営に関

する相談はどこでできるか。 

現在、試験的に北西中山間地

域で栽培しています。市場に出

荷されたものは良質なできであ

ると市農政課から報告を受けて

います。市場ではキロ単価で

1,500 円くらいになり、 地域の

皆さんの協力をいただきなが

ら、栽培に取り組むことで、鹿

沼の特産物になるよう期待して

いるというところです。 栽培等

の相談は、市農政課で受け付け
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
るほか、県上都賀農業振興事務

所で技術指導も行っています。 

加園 

米を 8 町歩作っているが、

何より大変なことは、獣害に

悩まされること。狩猟免許を

取得してイノシシ獲りをして

市から報償金をもらっている

が、予算がなくなると引き取

ってもらえない。 シカやサル

などの被害も深刻である。中

山間地域の農業や生活を守る

ために、獣害対策の予算を拡

充して欲しい。 

獣害対策についての予算は、

市と県で少しずつ上がってはい

るが、追いつかない状況です。

防護策や箱ワナ、土手の下草刈

りなどで動物を近づきにくくす

る対策もあります。引き続き、

市と地域の皆さんによる協力を

お願いします。 

加園 

ナカニシの工場が大きくな

り、雇用が増えたのはいいこ

とだが、通勤時間帯の交通対

策にも早急に取り組んで欲し

い。通学する子ども達や、沿

道の農作業車両などにとって

危険な状態である。 

交通安全の確保については、 
自治会と警察との関係になりま

す。ぜひ、協議会長、自治会長

と協力して、市の市民課交通対

策係や警察署に強く要望を出し

ていただきたいと思います。 

上久我 

最近は、農家も少子高齢化

の影響で、休耕する家が増え

ているので、農地の売買をス

ムーズにできるようにした

り、家を建てやすくするなど

の特例を設け、規制緩和をし

てはどうかと思う。 

上久我は農業振興地域の指定

区域の部分があると思います。

この区域に住宅を建てるには規

制が掛かっていますが、数年間

隔で区域の見直しをする時期が

あります。その時に地域全体と

して白地にするなどの方法もあ

りますが、特例となると農業委

員会も対応が難しいと思いま

す。 議会としては、休耕地の利

活用の観点から、執行部に働き

掛けをしていきたい。 

上久我 

鹿沼市にはどのくらいの外

国人が住んでいて、移住など

はどのようにしているのか。 

鹿沼市の人口 97,500 人の約

1%と言われており、試算では約

1,000 人になりますが、登録を

していない人もいるので、実態

は把握できない状況です。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

野尻 

 交通安全について、野尻地

区の通学路では、朝、通勤の

車やダンプの通行が多く危検

な状態である。3 年前、交通

立哨の時に市に申し入れをし

たが、まだ、そのままになっ

ている。対応をお願いしたい。 

教育委員会が申し入れを受け

たということですが、市道の工

事計画や地権者との交渉は、 都
市建設部の管轄となります。小

林協議会長から地元の状況を確

認させていただきます。 

下久我 

野尻の市道沿道は、以前、

農業構造改善事業に取り組ん

だ場所で、現在は安全確保に

向けて交渉中で、啓発看板を

設置するなどして注意喚起を

している。道幅の狭いクラン

クになった道路にガードレー

ルが設置されていて、歩行者

がギリギリに歩いている危検

箇所である。解決に向け、地

元の方と協力してなんとかし

たい。 

議会として、執行部に報告や

後押しして、 子ども達の安全確

保のために努めていきたいと思

います。 

上久我 

上久我には石裂山とその後

ろに月山といった自然豊かな

すばらしい山がある。これま

でも観光協会などで市内外に

周知をしているが、さらにＰ

Ｒを広げることで観光地とし

て栄えるのではないか。 

加蘇地区には魅力的なところ

がたくさんあり、鹿沼ケーブル

テレビでも紹介されています。

そうした地域の特色を生かした

まちづくり事業として、地域の

夢実現事業が始まりました。ま

ず、地域がまとまって市に要望

を出していただきたいと思いま

す。 

加園 

私は加蘇地区で獣害駆除の

活動しているが、他の地区で

の活動は許可されていない。

隣接する地域全体で対応しな

いと、獣害問題は解決できな

い。他の地区で活動ができる

ようにして、地域全体で獣害

を駆除できるよう、市から許

可を出してもらいたい。 

獣害の問題は、各地区からも

声が届いています。対策には力

を入れて行く必要はあります

が、地区外での活動となると猟

友会との関係もあり、市で許可

するというのは違ってきます

が、今回の意見を承って、議会

としても対策等を考えていきた

いと思います。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

野尻 

新庁舎整備について、建設

場所の問題などで、議会内が

混乱し、執行部と議会とが相

反した状況に見えた。各方面

から、「議会は何をしているの

か。」と厳しい意見も出てい

る。現庁舎位置での建て替え

に落ち着いたようだが、現在

の議会はどんな状況になって

いるのか。 
議会と執行部は車の両輪だ

と思う。市民のためにも庁舎

の建設をスムーズに、できる

だけ早く進めていただくこと

と、議会と執行部が力を合わ

せて鹿沼市民のために動き、

人口減少対策などやるべきこ

とを進めて欲しい。 

議会では新庁舎整備検討特別

委員会が設置されていました

が、各議員からいろいろな意見

があり、議会総意をまとめるこ

とが困難であるということで、

3 月議会において賛成多数で廃

止にしました。現在は会派ごと

に要望などを出すということで

進んでいます。 
また、新庁舎については、現

庁舎位置での建替え、事業費 
60 億円以内、木造木質化の推進

ということを基本方針にして、

現在基本設計が進められていま

す。 

下久我 

水道の計画や管理体制など

の会議に、自治会代表として

推薦され参加した。現在 97％
の世帯で上水道の整備が進ん

でいる一方、約 2,000 世帯で

整備されていない。北西部の

幹線道路から家までの距離が

ある地域で進んでいないの

は、国の補助金との関係もあ

るようだ。未加入世帯として

は、負担金を考え困難となっ

ている。議会として解決策に

取り組んでほしい。 

水道事業は一般会計と切り離

して、企業会計としています。

加入促進については、水道管か

ら自宅までの工事費負担を軽減

するために、地域として基金を

貯めているところもあるようで

す。地下水を利用している家庭

でも、安全面を考えれば飲料用

は水道水にしていくことが必要

です。議会としても、未加入世

帯の整備推進に対し、市に働き

掛けをしていきたいと思いま

す。 
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南 押 原 地 区 
開 催 日：平成３０年５月１５日（火） 
開催場所：南押原コミュニティセンター 
参加議員：鈴木毅、加藤美智子、鈴木敏雄、小島実、湯澤英之、関口議長 
 
発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

楡木町 

新庁舎整備検討特別委員会

で下野市と那珂川町に視察へ

行っているが、その内容は。 

下野市は、３町が合併して、

国道４号線沿いで調整区域内の

利便性のいい場所に建てたこと

から、特に何百台も置ける広い

駐車場を中心に、また、那珂川

町は、木造二階建てという観点

で調査してきました。 

亀和田 

2015 年の国勢調査では、

「全国市町村のうち 897の市

町村が消滅の危機にある。」

「2040 年には子どもを産め

る女性の数が半分以下になっ

てしまう。」という結果だっ

た。南押原地区でも、65 歳以

上の高齢者が多く、年齢が下

がるに従って人口が減ってい

る。亀和田町ではもっと酷い

状況で、本当に若い人や子供

がいない。原因として、「若い

人が結婚しない、できない。」

「経済力がない。」「そもそも

出会いがない。」といった問題

がある。また、「一人でいた方

が気楽だ。」といった考えが結

婚を遅らせている。子供を産

んで育てて次の世代に繋げる

責任や義務があるということ

をよく教えていかないと、無

責任な若者が増えてしまう。 
あとは出生率を上げること

も必要。今の日本は平均で

貴重なご意見として、市政に

生かしていきたいと思います。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
1.43。今の人口を維持できる

のが 2.07 だが、あと 20 年も

過ぎれば人口が今の 70％に

なってしまう。これが 100 年

経つと半分以下になってしま

う。原因として、経済的な理

由が挙げられる。核家族なの

で保育園に預けないと子育て

が難しい。また、共働きをし

ながら子育てするのは大変だ

ということもある。今、政府

は働き方改革をやっている

が、三世代の家族が必要であ

る。核家族化しているからこ

ういった問題が起きてくる。

私は結婚に家族条項をつくっ

て入れるべきだと思う。一番

大きいのは人口の流失。若い

人がここで生まれ育っても、

みんな東京へ行ってしまう。

これを何とか食い止めなけれ

ばならない。例えば、宇都宮

に働く場所を設け、東京への

人口流出を防ぐダム機能とす

ること。鹿沼に住んで宇都宮

に働きに出ることができる。

宇都宮市や各市町と連携して

やらなければならない。もち

ろん地場で産業を興すという

のも大切。今やっても効果が

出るのは 30 年先なので、真

剣にやらなくては。行政も議

員も市民もみんな一緒になっ

て、危機意識を持たないとい

けない。難しい問題なので、

それらをよく踏まえて市政を

運営されたい。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

磯町 

進行する高齢化の対策とし

て、地域包括ケアシステムの

構築が推進されているが、議

会における対応はどの程度進

展しているか。 

このシステムは、高齢者ケア

を地域で支援していくものです

が、実行していくのはなかなか

難しいと思います。団塊の世代

が後期高齢者となる 2025 年問

題を前に、県も各市も模索して

いる状況です。 

北赤塚町 

新産業団地の整備とは、ど

ういったものか。誘致の対象

とする企業に条件は設けない

のか。 

市長としても、議会としても、

これから考えていきます。環境

に優しい会社とか、また、鹿沼

の面積の 70％が森林であり、チ

ップとかペレットボイラーなど

が製造され、それをまた市内の

いろいろな施設で使えるような

ことを考えていきたい。鹿沼の

環境に合った企業が望ましい

が、具体的には決まっていませ

ん。 
《追加コメント》 
現段階では、誘致対象とする

企業等の条件は、業種や環境基

準等も含め、白紙の状態です。

今後、執行部において検討する

際には、議会としての意見・要

望を示したいと考えています。 

磯町 

新庁舎整備の位置を現庁舎

位置とすることについて、「議

会だより 198 号」に掲載され

た議員の意見では、賛成と反

対がほぼ半数だった。今後、

新庁舎はどうなっていくのか

動向を知りたい。その後の各

議員の意見も議会だよりに載

せてほしい。 

あれで終わりでなく、議員と

しての考えを示していかなけれ

ばならない。これからも広報な

どを通して示していきます。 
《追加コメント》 
新庁舎位置については、既に

執行部において現庁舎位置と決

定し、その後の基本設計等の業

務に着手していることから、今

後、議員それぞれの意見等を議

会だより等の公的媒体を通じて

示す予定はありません。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

藤江町 

配布資料に記載の本会議に

おける議案の賛否の状況につ

いて、第３回定例会ではすべ

ての議案の賛否が分かれたよ

うだが、何の議案だったのか。 

議会だよりに議員一人ひとり

の賛否を掲載しています。一人

でも反対或いは退席があれば、

賛否が分かれた議案として扱い

ますが、すべての議案が賛成多

数で成立しています。 

北赤塚町 

予算的な話だが、鹿沼市の

ＰＲは弱い。スカイツリーに

栃木県のアンテナショップが

あるが、非常に狭くて商品も

かなり選別されているため、

その中で鹿沼の商品がいくつ

あるか分からない。 
例えば、鹿沼市が独自に都

内にアンテナショップを作っ

て、ＰＲしていくという方法

はどうか。他市では好評を得

ている事例もある。定住促進、

観光、企業誘致、それから農

産物の消費拡大、そういう面

で非常に大きな役割を果たす

と思う。 

議会としても「鹿沼のＰＲを

していかなくてはならない。」と

いうことは重々考えています。

貴重なご意見として、今後の議

会活動に反映させていきます。 
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板 荷 地 区 
開 催 日：平成３０年５月１６日（水） 
開催場所：板荷コミュニティセンター 
参加議員：石川さやか、市田登、増渕靖弘、鰕原一男、大島久幸、関口議長 
 
発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

板荷 
野生鳥獣害対策について、

成果や課題、現状を示された

い。 

議会でも野生鳥獣については

関心を持っており、年間 4,5 人

質問している。 

板荷 

農業用水路につて、板荷 9
区でも道路沿いは整備されて

いるが、道路から田んぼに引

き込む部分は手つかずで残っ

ており、40 戸近い集落は高齢

化で堀ざらいの負担が大き

い。9 区は農振農用地でなく、

補助事業の対象にならないこ

とから、市の原材料支給制度

を使って U 字溝設置を始め

たが、年間 10 万円が限度の

ため、相当の年数が掛かる。

地域で困っていることには漏

れなく予算が配分されるよ

う、要望・監視してほしい。 

政策調査研究委員会に挙げ

て、予算要望していきます。 

板荷 

2025 年を見据えた地域包

括ケアシステムの構築が動き

出したが、鹿沼市としてはま

だ具体的な動きはないよう

だ。このシステムは、地域と

しての課題を解決するため

に、いろいろな資源を活かし

ながら皆で支え合っていこう

という考え方である。板荷地

区としても、これからどんな

ことができるか、具体的に進

めていかなければならない。

国も財源が潤沢にあるわけで

我々議会も社会保障費を抑制

しながら、お年寄りの安全安心

を提言していきたい。 
政策調査研究委員会に提言し

ていきます。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
はない。議会からも市に働き

掛けてほしい。 

板荷 

市は、リーバスやデマンド

バスには多額の費用を投入し

ているが、同じ公共交通の東

武日光線への認識はどうなっ

ているのか。板荷地区にとっ

ては、どこに通うにも東武日

光線はなくてはならないが、

東武鉄道と市は疎遠でパイプ

がないと言われている。議員

も、交流人口増やすために工

夫すべき。ここ１年の東武鉄

道の乗車率はどの程度上がっ

ているのか。研究テーマに挙

げて、前進させてほしい。 

観光客の入込者数等を市で把

握するのは限界があるので、民

間に委託する必要があります。

「どの駅で、どのくらい人が、

何のために下車しているのか」、

「通勤客なのか観光客なのか」、

「住まいは県内か県外か」、「何

を見て、来ようと思ったのか」

など、実態調査をしないと次の

手も打てないので、既に提言し

ています。 
 

板荷 

板荷の一番の弱点は水道。

水道が整備されていないこと

は、結婚後住む上でネックに

なっている。飲料水を沢水や

山水に頼らなくてはならない

ため、渇水期は確保の心配が

あり、水源の汚染も懸念され

る。風呂に入るのも 2 日に 1
度。また、万が一火事の時に

消火できなくては困る。 
以前、市で板荷地区住民を

対象に「水道を引きたいか」

というアンケートがあった

が、「引き込みするとかなり自

己負担が大きい」という色の

強いアンケートだったように

思う。その結果、反対が多い

結果となってしまった。年数

も経っているので、次世代の

ためにも再度アンケートを実

施してほしい。 

地域から要望を上げることが

一番です。水道整備については、

受益者が事業計画時には賛成し

ても、実際に完成してから水道

を引かないという場合もあり、

そうなると赤字になってしまい

ます。山間地ほど住宅の敷地が

広くなることで、本管からの距

離が長くなり、費用も掛かって

しまいます。そのため、新たな

給水エリアを拡大するために、

そのための事業費を無利子で市

が貸し付けるという制度を作り

ました。地域として合意を形成

してもらわないと進まないの

で、その点はご理解願います。 
《追加コメント》 
無利子の貸付制度は、本管が

整備された給水エリアにおい

て、個人が給水装置を自家敷地

に設置する際に、その資金を貸
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
し付けるものです。 

板荷 

地域包括ケアシステムを構

築する上で、自治医科大学で

少子化と高齢化について勉強

している。毎年 2 月 11 日が

開催日で、非常に参考になる。

大学教授や実践者の話を聞け

るので、興味のある方はぜひ

聞いてほしい。 
自助・共助・公助があるが、

地域の狭い範囲の助け合いの

共助が一番重要だと思う。市

内の小さなコミュニティの中

で、お互いが支え合うシステ

ムがあれば教えてほしい。  

議会でも周知して皆で勉強し

たい。 
中央地区では１区の人が「防

災」２区が「減災」３区は「高

齢者の見守り」４区は「子ども

の見守り」という風に部会を作

って動き出したところです。今

は予算もありませんが、本当に

必要なところに予算をつけても

らえるよう、皆さんから意見を

聞きながら要望していきたい。 

板荷 

新庁舎の整備について、今

後のスケジュールを教えてほ

しい。 

広報かぬまに掲載された通り

のスケジュールで進んでいま

す。 
議会で議論を重ねた結果、現

庁舎位置に落ち着き、方向性が

決まりました。最近までは新館

を残すかどうかという議論をし

ていたが、それも残さないこと

で決まり、整備面積も 12,000 平

方メートルから 10,000 平方メ

ートルに減りました。議会とし

ても意見を反映してもらえるよ

う提言していきたい。 
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東 大 芦 地 区 
開 催 日：平成３０年５月１７日（木） 
開催場所：東大芦コミュニティセンター 
参加議員：島田一衛、佐藤誠、大貫毅、赤坂日出男、大貫武男、谷中副議長 
 
発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

下沢 

行政視察について、報告書

を市のホームページに載せて

ほしい。 

現状、報告書の提出は義務付

けられています。ホームページ

への掲載については、議会改革

特別委員会において検討した

い。 

引田 

若者が街中に出て行ってし

まい、地元には高齢の親のみ

の世帯が増えているが、親が

亡くなると空き家になってし

まう。空き家対策についてど

う考えているか。 

鹿沼市には約 1,500 軒の空き

家があり、東大芦地区では、

1,200 軒中 60 軒、5％の空き家

率です。 
他市では、空き家バンクとい

う制度により、空き家の情報提

供や仲介を行っています。本市

でも、空き家バンクの取組のほ

か、空き家の解体費用に対する

補助事業を実施しています。 

深岩 

若者の流出による地域の空

洞化により、消防団の人員不

足は深刻な問題である。消防

団サポート店事業などの対策

だけでは、消防団に加入する

魅力にならない。 

現状では、消防団員 835 名の

定員に対して 820名の団員が在

籍しており、15 名の欠員が出て

います。対策として、本年 4 月

に学生消防団活動認証制度が創

設されたことから、学生に対し

て YouTube やケーブルテレビ、

ＳＮＳなどでＰＲビデオを発信

し、加入促進を行っています。 

笹原田 

スクールバスの運行につい

て、発着所までは車での送迎

が必要であり、負担が大きい。

運行区間を笹原田まで延伸し

なければ、子育て世代は出て

いってしまう。 

市では、スクールバスの運行

距離の基準である 4 キロメート

ルに満たない地区でも、児童が

少ないなどの実情を踏まえて対

応しています。議会としても、

児童の安全確保や保護者の負担

軽減も含め、検討していきます。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

引田 

結婚推進事業について、議

会として何か考えはあるか。 
今後も出会いの場を積極的に

作っていきたい。赤ちゃんのサ

ポートも含め、取組が充実化さ

れるよう、議会としても働き掛

けていきたい。 

下沢 

現在、ひなた保育園で駐車

場の半分で工事をしていて危

険である。先生達も見回りを

しているが、交通誘導員の配

置等、安全対策を望む。 

担当部局長と協議しながら、

安全対策がとられるよう提言し

ていきたい。 

下沢 

ゲリラ豪雨などで災害が発

生した際は、被害を最小化し

なければならない。市の防災

計画をホームページで見た

が、実際にその通りに市民が

理解して行動できるか疑問で

ある。また、要支援者や独居

老人などの避難対応につい

て、地域の見守り隊と連携し

た取組を行ってほしい。 

市の防災計画よりも、ハザー

ドマップを活用して地域ごとの

取組を地域の方が主体となって

行うことが必要です。議会とし

て、見守り隊と連携した取組が

されるよう提言していきたい。 

深岩 

空家解体補助金について、

対象要件に所得制限があるの

か。補助金はどのようになっ

ているのか。近隣住民に迷惑

が掛からないよう、解体した

後の管理はどうするのか。 

所得制限はありません。工場

などの住宅でない建物も対象と

しています。管理についても、

議会でチェックしていきたい。 

上日向 

昨年、下日向から出会いの

森総合公園までサイクリング

ロードを整備することについ

て要望したが、その後の進捗

状況はどうなっているか。 

市から県鹿沼土木事務所に確

認したところ、進める方向で準

備しているとのことでした。工

事の時期など、具体的なことは

未定です。 

下沢 

野生鳥獣害対策でワイヤー

メッシュを設置しているが、1
メートルの高さではシカは飛

び越えてしまって役に立たな

い。2メートルのものを要望し

ているが、何とかならないか。 

スピーディーに対応するよ

う、市に働き掛けていきたい。 
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菊 沢 地 区 
開 催 日：平成３０年５月２２日（火） 
開催場所：菊沢コミュニティセンター 
参加議員：石川さやか、市田登、増渕靖弘、横尾武男、鰕原一男、 

大島久幸、関口議長 
 
発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

玉田町 

議会改革特別委員会の調査

事項に「視察報告書の全議員

提出について」とあるが、民

間も出張に行ったら報告書を

出して初めて旅費の精算にな

るが、今まで視察報告書は作

成していなかったのか。 

今までも報告はしていまし

た。ただ、今までは視察に行っ

たメンバーの中で役割分担をし

ていて、班長が視察内容を、会

計係が収支をそれぞれ報告する

というものでした。今回、各議

員それぞれ意見も違うこともあ

り、視察に行ったメンバー全員

が報告するという改革でありま

す。 
《追加コメント》 
その後の同委員会の議論の結

果、「会派ごとに各議員の意見を

まとめた上で、報告書を提出す

る。」ということに決定しまし

た。 

千渡 

政務活動費の支出内訳につ

いて、調査旅費が全体の 40％
を占めているが、その結果は

市民にどのように報告してい

るのか。 

先進地事例の実態や、市職員

のご苦労、どういった改革、議

論、経緯があったのか、予算の

取り方などを報告書にまとめ、

市に報告しています。調査報告

と提言という形でホームページ

に全部掲載しています。 
《追加コメント》 
行政視察等の調査に係る報告

書は議長に提出し、それぞれの

報告の中からその後の市の施策

に反映すべきものを提言として

市長に提出しています。現在、

収支報告書と領収書の写しをホ
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
ームページで公開しています

が、報告書は掲載していません。 

千渡 

調査旅費の報告について、

大事な報告だが、それをどの

くらい実践してもらえている

のか。 

視察内容を踏まえ、各議員が

一般質問という形で執行部に提

言しています。しかし、せっか

く先進地で勉強してきたことを

提言しても、実行に至らないこ

ともあります。 

古賀志町 

文教民生常任委員会の調査

テーマであるリーバスについ

て、市では高齢者が運転免許

証を返納すると、リーバスの

無料乗車券を渡しているが、

そもそもバス停まで 4,5 キロ

メートルもある方は、遠すぎ

て乗らない。予約バスについ

ても、利用できる地域とでき

ない地域があり、時間帯の制

限もある。 

約 8 千万円の補助金がリーバ

スの運行に使われているが、よ

く空気を運んでいると市民から

指摘を受けることがあります。

現在、利用しやすくて、できる

だけ経費の掛からない地域公共

交通システムの調査研究をして

います。 
先月、まちの駅、上都賀病院

前、旧粟野町役場でアンケート

調査を実施しました。意見を把

握しながら、どこを通せばより

使いやすくなるのか、他の地域

の例も見ながら検討していま

す。また、鉄道のダイヤ改正に、

リーバスの時刻表がきちんと対

応しているのかのチェックも必

要。先進地視察では、ウーバー

システムについても学んできま

した。携帯電話で受信した最寄

りの運転できる人が迎えに来

て、目的地まで運んでくれる仕

組み。いろいろ調査研究して、

市民が乗りやすいシステムにし

ていきたい。 

古賀志町 

会場の皆さんもリーバスや

予約バスを利用したことがな

いと思う。これからのために

優しい乗り物にしていってほ

タクシーとのコラボレーショ

ンということで、路線に対して

タクシーを使って委託する考え

もあります。ボランティアで人
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
しい。高齢になればいずれ車

に乗れなくなるので、そのと

きのためによろしくお願いす

る。 

を乗せる意見もあるが、2 種免

許がないと、ただ親切で乗せて

事故があったときの保険の問題

もあります。例えばタクシーを

各地に置いて、4,5 キロメート

ル圏内の人を何人か集めて、ワ

ンコインで幹線まで送迎して、

バスに乗ってもらうというよう

な、いろいろ組み合わせないと

地域の足になり得ないと思うの

で、もっときめ細かに提言して

いきたい。 

千渡 

土日は壬生町のわんぱく公

園や宇都宮市のロマンチック

村まで行って歩いている。鹿

沼市にも出会いの森がある

が、歩道が少ないので歩きに

くい。「１周何キロ」というコ

ースを整備してほしい。 

鹿沼市には小さい子や自転車

乗り始めの子が安心して遊べる

場所がないと、以前から市に意

見しています。一般質問で子ど

も専用の公園を作ってほしいと

訴えても、実現には至っていま

せん。政策調査の方にご意見お

伝えした上で、改めて議会から

も訴えていきたい。 

下武子町 

人口が減少し、96,000 人く

らいになっているが、議会の

中で議員定数削減の議論はし

ていないのか。人口がどんど

ん減っているのに、議員だけ

はそのままの人数でやってい

くという甘い考えはおかしい

のではないか。 

粟野町と合併する前、人口が

8 万人台だった時に定数 36 名

だったのが、合併後 28 名に減

らし、さらに 26 名、24 名と減

らしてきました。議会でも議員

定数については真剣に考えてお

り、議会改革のテーマにも挙が

っています。市議会議員の予算

は市全体の予算 400 億円の

0.8％です。皆さんの意見をお聞

きし、より多くの執行部への提

言が実現することで、それが生

かされるよう努めていきます。 
《追加コメント》 
現在、議員定数については、

議会改革特別委員会で検討して
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
います。 

下武子町 

今現在議員のいない地域も

あるが、自治会長が市に要望

すれば話は進む。議員がいな

くてもちゃんとやっているの

で、そんな考えでは困る。 

自治会はあくまでも自治会な

ので、それを取りまとめていく

のが議員の仕事です。たくさん

の自治会からの要望は執行部と

しても受けきれない中で、議員

の方がどこにどれだけの予算が

あるかより詳しく分かっている

ので、議員が交渉した方がより

効果的で実効性があるというわ

けです。 
議会改革特別委員会の中で議

員定数について議論していま

す。我々議員は「地域のために

どれだけ働けるか」ということ

も含めて頑張っているので、ご

理解願います。 

見野 

町はどんどん南に行き、ホ

テルやホームセンターもでき

る。北部地区の開発はなかな

か難しい中、菊沢西部として

栃木県の田園 100選に選ばれ

た。地域の夢実現事業で桜を

植えたりしている。北部地区

の文化ゾーンとしては、菊沢

には菊沢神社、富岡には熊野

神社、玉田には鹿島神社があ

る。その文化ゾーンで、何か

活性化できるような事業があ

ればいいのではないか。また、

宇都宮のサイクルロードから

つなげた市街地の連携事業も

必要。農林水産省の多面的機

能支払交付金制度を使って農

村環境整備もやっている。そ

のおかげで、何人か息子が U
ターンで戻ってきた家もあ

北部地区で熱心に活動されて

いるのは新聞でも存じ上げてい

ます。南や東部は自然と発展し

ていくが、菊沢西部地区は、地

域と行政が手を取り合って発展

する道を作っていかなければな

りません。執行部に伝えていき

たい。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
り、小学校も少し子供が増え

た。見野地区も過疎化・少子

化が進んでおり、北部地区の

活性化ということで、板荷の

あんば様もひっくるめて何か

大きな事業をやればいいので

はないか。県でも小来川街道

の整備をしている。玉田でも、

土地改良や道路整備事業をや

るようだ。そうすれば見野地

区を中心にいろいろな活性化

ができると思う。その企画の

レポートは市役所に提出して

いるので検討してほしい。 

武子 

子ども医療費の助成が鹿沼

市は中学生までだが、高校生

まで拡大するのは予算的に厳

しいのか。 
インフルエンザ予防接種

は、未就学児のみ助成されて

いるが、小学生は助成されず、

費用が高いので受けない人が

結構いる。小学生くらいまで

拡大できないか。 

議会からは何度も市長に提案

しています。真摯に受け止め、

政策調査特別委員会への提案の

中で検討します。 
子ども医療費は県と足並みを

そろえる形で実施していました

が、県は小学生まで対象として

いるところ、鹿沼市は独自に中

学生まで助成しています。子育

て世代としては高校生まで無料

にしてほしいという希望はある

と理解しています。 
インフルエンザ予防接種は関

心が高く、受験生は特に気を付

けていると思います。また、多

子世帯は費用負担が大きくなっ

てしまうというのもあるので、

引き続き要望していきたい。 

玉田町 

若い人に地域に居ついても

らうためには、働く場所があ

ること、何より交通の便がよ

くなることが重要。鹿沼市は

環状線が日吉町のところまで

20 年も 30 年も前から青写真

はできていますが、現実進んで

いません。議会としても提言し

ていきたい。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
抜けてきたが、平成橋から先

の玉田町と日吉町の間ができ

ないと、その先に大きな会社

があり、朝晩は渋滞で大変危

険な状態だ。玉田地区の環状

線を一刻も早く抜いてほし

い。 

千渡 

小山市では、認知症高齢者

の損害賠償保険加入を支援し

ており、年間 3,000 円の保険

料のうち 2,000 円を市で負担

するというもの。認知症の方

が徘徊しているときに事故に

遭った場合の保険だが、特に

小山市で想定しているのは電

車事故で、県内初の取組。鹿

沼市でも検討されたい。 

検討させていただきます。 

古賀志町 

ユネスコ登録になった秋祭

りは、2 日間鹿沼市民だけで

は賄えずに、他市からもお手

伝いに来てもらっているが、

ホテルや旅館が足りずにラブ

ホテルに泊まっている状況。

せっかく鹿沼のイメージアッ

プのために来てもらっている

ので、何か改善できるようご

検討いただきたい。 

今度ビジネスホテルが約 200
室できますので、そういったと

ころを利用してもらったり、街

中の旅館の跡地を再生利用して

いる動きもあります。少しずつ

そういった部分を補っていける

よう、議会としても要望してい

きたい。 
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東 部 地 区 
開 催 日：平成３０年１１月５日（月） 
開催場所：市民情報センター 
参加議員：鈴木毅、加藤美智子、鈴木敏雄、小島実、湯澤英之、関口正一、 

大島議長 
 
発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

中田町 

高校生のとの意見交換会で

「JR 鹿沼駅前がコンビニなど

何もないし、道路も暗い」など

いろいろ意見が出ていたよう

だが、その後、それらの改善は

実施しているのか？ 

示された意見をまとめ、政策

調査研究委員会で検討した上

で、執行部に政策提言として提

出しています。 

末広町 

少子高齢化についてはどこ

の市でも様々な取組をしてお

り、避けては通れない問題であ

る。末広町では高齢化世帯が

46％も占めており、限界集落

の問題は田舎だけでなく街の

中でも起きており、自治会など

のコミュニティ活動に支障を

及ぼしている。 
コミュニティの推進、まちづ

くりは、自治会活動がないと動

かない。一方で、自治会活動に

は大変なリスクが伴う。現在は

私たち自治会自らが自治会活

動保険に入り、活動に伴うケガ

や死亡事故などに備えている。

しかし、補償の上限も限られ、

保険料も高い。他市では行政の

方で保険に入っているところ

が多い。「自治会活動が大事だ」

と考えるならば、そういった制

度整備を執行部に要望しても

らいたい。 
 

現在、担当部局において、市

民ボランティア活動保険の加

入に係る予算措置の要望をし

ているところであり、議会とし

ても成立させていきたい。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

貝島町 

フランスは、合計特殊出生率

が 1.66 から 2.00 に上がり、少

子化対策で成功している国で

ある。議員がフランスに視察に

行くことはあるのか。 
私の家では 2 人子どもがい

るが、大学進学にお金がかかる

ので 3 人目はつくらなかった。

鹿沼市にも無利子で低所得者

に貸し付ける奨学金はあるよ

うだが、その拡充や、返済の必

要がない給付型を考えて欲し

い。 

現在は、海外視察は行ってい

ません。 
フランスは婚外子も認めて

いる国柄で、教育費や学費につ

いて貸付型の奨学金ではなく、

補助金として給付しており、子

どもを育てやすい環境が整っ

ている。欧米では「子どもは国

の財産」といいう考えで、給付

型による制度が確立している

が、日本では個人・家庭の努力

で進学するという形が多く、な

かなか改善されない現状です。

そのような対策も執行部に訴

えていきたい。 

貝島町 

若者を集めてこういう意見

交換会は開く考えはないか。 
平成 28 年度から高校生との

意見交換会を実施しており、ま

た、今年度は市制施行 70 周年

を記念して中学生議会を開い

た。それらとは別に、「若者や

女性による議会があってもい

い。」「若者や女性の意見に耳を

傾ける時代だ。」などという話

が議員間で出ています。 

不明 
新産業団地について、どのく

らいの規模のものができるの

か。 

30～40 ヘクタールです。計

画の段階です。 

上野町 

子育て支援は幅が広いので、

これという決め手がない。行政

の方でいろいろ施策を挙げて

いるが、絵姿が見えてこない。

「住んでみたい」と思えるよう

なまちづくりを地道にやって

いくしかない。魅力ある職業の

あるまちづくりが肝心。 

宇都宮西中核工業団地の鹿

沼側は完売し、新産業団地を整

備する予定もあります。 
若い人が戻ってくるために

は働く場所がないとなりませ

ん。働く場所があって稼げるか

ら、そこに住もうということに

なり、住んで家庭を持って子ど

もをつくって育てる。そういっ

た好循環が生まれる施策を提
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
言していきたい。 

東末広町 

出産について、どうして子ど

もを産まない・産めないのか。

若い世代の人を集めて情報を

集めた上で、当事者が必要とし

ている支援をしてもらいたい。 

20 代、30 代の生の意見を聞

かないと分からない部分もあ

るので、そういう機会をどうや

って作っていくかを議会内で

検討しなければなりません。 
不妊治療、出産補助、待機

児童解消、病後児保育など、

いろいろな需要に対応できる

ような提言をしていきたい。 

東末広町 

街中で上下水道が整備され

たが、従来のドブがそっくり残

っている。蚊が発生する要因に

もなり、若者は住むのを敬遠す

る。U 字溝を設置するなど、考

えた方がいい。 

街中に水田で使っていた水

路が残っていますが、それら

も大雨時などに雨水を排水す

るのに使っているので、なく

すことはできません。水が溜

まるとボウフラや悪臭が発生

するので、泥さらいや草刈り

など一部は地域で負担しても

らいつつ、行政として予算を

かけるべきところにかけるよ

う訴えていきたい。 

貝島町 

議会報告会も回数を重ねて

きた。一つ不満なのは、議員

を通して行政に対する私たち

の要望を出しても、行政側で

どういう回答をしたかが私た

ちの方に来ないで一方通行に

なっている。文書で出した質

問は文書で回答するというル

ールを作ってはどうか。 

そういう仕組みづくりは大

切だと思う。開催方法や執行部

との連携について、今後の課題

としたい。 

上材木町 

これからの医療は予防が大

切で、その中でも予防接種は

重要。インフルエンザ予防接

種については、就学前と 65
歳以上は市から助成金が出る

が、13 歳までは 2 回接種が推

奨されており、子育て世代に

インフルエンザ予防接種の

対象者拡大については、何人か

の議員が質問したりしている

が実現に至っていません。予算

の関係もありますので、引き続

き要望していきたい。 
高齢者肺炎球菌ワクチン予
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
とってそれにかかる費用は馬

鹿にならない。鹿沼市は医療

施策に慎重であり、近隣市に

遅れがちなところがある。 
また、高齢者肺炎球菌ワク

チン予防接種についても、65
歳以上の方は 1 回だけ国から

助成金が出るが、市として年

齢に関わらず支援をすること

で住みやすいまちづくりの一

助になると思う。接種率は

30％前後だと思う。肺炎にな

ってから治療するのではな

く、市全体としての医療費を

考えると、予防に重点を置く

ことが必要になってくると思

う。 

防接種については、国の施策が

終了した後は、市の負担で継続

していくかどうかということ

になります。議会として、国や

市に支援の継続・拡大を要望し

ていきたい。 
《追加コメント》 
高齢者肺炎球菌ワクチン予

防接種に係る現行の国の助成

制度は平成 30 年度で終了する

ことになっていますが、現在、

国では制度の継続を検討して

るところです。 
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粟 野 地 区 
開 催 日：平成３０年１１月６日（火） 
開催場所：粟野コミュニティセンター 
参加議員：島田一衛、佐藤誠、大貫毅、赤坂日出男、大貫武男、大島議長 
 
発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

口粟野 

ケーブルテレビで議会中継

を見るが、時間を節約するた

め、答弁で登壇するのは市長

だけでいいのではないか。 
議員や執行部の発言で、「施

策（しさく）」「施行（せこう）」

という言葉を聞くが、正しく

は「施策（せさく）」「施行（し

こう）」ではないか。 

議会改革を検討する中で参考

にさせていただきます。 
最近はどちらの読み方もする

ようになっているようですの

で、ご理解いただきたい。 

中粟野 
粟野地区に集会場所を整備

したりなど、精神障がい者の

ための支援をお願いしたい。 

議会においてしっかりと伝え

ていきたい。 

口粟野 
議員年金の復活が議論され

ているが、鹿沼市議会で反対

決議を出してもらいたい。 

全国市議会議長会からの照会

に対して、当議会では「復活を

要望しない」と回答しました。 

口粟野 

建設業従事者がだんだん少

なくなってきている。災害時

の重機操作など、住民が安心

して暮らすためにも、雇用の

拡充が望まれる。 

議会としても課題として認識

しています。公共事業の活性化

や予算措置について、執行部に

しっかり伝えたい。 

入粟野 

コミュニティ広場の遊具

（ブランコ、滑り台など）は

旧粟野町時代のもの。事故が

起こってからでは遅いので、

至急安全点検をしてもらいた

い。 

土木課と連絡を取り、所要の

対応が講じられるようにした

い。 

口粟野 

天満橋下流から柳橋の間の

河川敷に雑木や竹が流れ込ん

できており危険なので、対応

してほしい。 
 

所管する県の方に伝えていき

ます。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

口粟野 

子ども食堂の実施状況はど

のようか。どのような子ども

が利用しているのか。 

現在、市内 4 か所にあります。

市は直接かかわってなく、地域

の住民団体や NPO 法人などが

運営しています。経済的困窮者

だけでなく、誰でも利用できる

形をとっているようです。 
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清 洲 地 区 
開 催 日：平成３０年１１月６日（火） 
開催場所：清洲コミュニティセンター 
参加議員：鈴木毅、加藤美智子、鈴木敏雄、小島実、湯澤英之、関口正一、 

谷中副議長 
 
発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

北半田 

農林業活性化特別委員会に

おいて「農産物の販路開拓の支

援」について提言しているよう

だが、これについてどのような

成果があったのか。 

農協と連携しながら販路開

拓を進めています。 

北半田 

この辺はおいしい米が穫れ

る地域なので、相応の価格で販

売できるよう、差別化が図れる

システムを検討してもらいた

い。 

課題もありますが、可能な方

法を検討したい。 

深程 

以前テレビで、住居や子育て

に関して手厚い支援をしてい

る自治体に何世帯かが移住し

てきているのを観たが、鹿沼市

ではどのような状況か。 

例えば移住者に対する補助

金と言う方法が考えられます

が、補助要件の期間だけ住ん

で、それが終了すると転出して

しまう事例もありますので、経

済面の支援だけで果たして定

住に結びつくのかというのは

疑問なところです。その辺りも

含めて慎重に検討していかな

ければなりません。 

深程 

あちこちで空き家が増えて

いるが、何か対策はあるか。 
本市の大きな問題の一つと

捉えています。第一義的には所

有者の責務になりますが、雑草

や樹木の管理不全、その他深刻

な問題については、市の方で可

能な範囲で対応することにな

っています。 
また、特に倒壊の恐れがある

空き家については、今年度から

その解体費用に対する補助金
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
も実施しており、対策に力を入

れているところです。 

深程 

イノシシ、シカの駆除対策は

どのようか。 
ワイヤーメッシュや箱罠の

設置に対して補助するなどの

支援のほか、猟友会と連携して

対策を進めています。 

北半田 

定住促進ということで、鹿沼

版地域おこし協力隊という事

業を実施しているようだが、具

体的にどういうものか。 

この事業は、自らの生業(な
りわい)によって生計を維持し

ながら、地域社会に貢献してい

くモデル事業です。 
第 1 号隊員として宇都宮市

から移住した女性が、屋台のま

ち中央公園に「おこんにゃく茶

屋」をオープンしました。現在

は他 1 名の合計 2 名に対して

継続支援を行っています。 
また、本市の情報発信力を強

化するため、市内に居住しなが

ら本市ならではのデザインを

全国に発信する非常勤特別職

「鹿沼市地域おこし協力隊員」

としてコスタリカ出身の男性

を市で雇用しています。 
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南 摩 地 区 
開 催 日：平成３０年１１月７日（水） 
開催場所：南摩コミュニティセンター 
参加議員：阿部秀実、舘野裕昭、谷中恵子、津久井健吉、船生哲夫 
 
発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

油田町 

西大芦小が廃校になった。学

校は地域の拠点だと思う。拠点

がなくなるということは、その

地域がますます過疎化してし

まうということ。「あの地区に

住んだら学校がないから、他の

地区にスクールバスで行かな

くてはならない」というような

ことでは、ますます地域が寂れ

てしまう。地域の学校というも

のをどういう形でもいいから

残して、地域に根差した地域性

のある子どもの育成と、地域が

活性化する施策を考えていた

だきたい。 

統廃合を行うに当たっては、

子どものことを第一に、教育委

員会の方で保護者や地域とよ

く話し合って決めています。統

合することによるメリットも

あると思う。いろいろな意見を

聞いて、執行部に伝えたい。 

西沢町 

加園の「くら～ねの里」は、

何区画で、どんな年代の方が住

んでいるのか。 

19 区画の菜園付き住宅地を

分譲し、完売しています。移り

住んだ 19 世帯の 3分の 1以上

が子育て世代でした。議会とし

ても、同様の事業を他地区にも

広げるよう要望しています。 

西沢町 

試験栽培しているマカにつ

いて、その実績や栽培適地につ

いて聞きたい。 

現在市内 7 か所で試験栽培

しているところであり、これが

成功すれば市内各地域に広げ

ていく考えのようです。今年は

各地で順調に生育していると

聞いています。 

西沢町 

鹿沼版地域おこし協力隊の

実績はどういうものか。 

この事業は、自らの生業(な

りわい)によって生計を維持し

ながら、地域社会に貢献してい

くモデル事業です。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

第 1 号隊員として宇都宮市

から移住した女性が、屋台のま

ち中央公園に「おこんにゃく茶

屋」をオープンしました。現在

は他 1 名の合計 2 名に対して

継続支援を行っています。 

また、本市の情報発信力を強

化するため、市内に居住しなが

ら本市ならではのデザインを

全国に発信する非常勤特別職

「鹿沼市地域おこし協力隊員」

としてコスタリカ出身の男性

を市で雇用しています。 

西沢町 

娘がスポーツ少年団に入っ

ているが、活動に対する市から

の補助金が減らされている。活

動をサポートする資金なので、

減らさないでほしい。 

少子化で活動が縮小傾向に

ある中、各地域で運営に苦労し

ているのは理解しています。教

育委員会に要望していきます。 

上南摩町 

南摩ダムの計画に関しては、

「ダムが決壊したらどうする

のか」「地域が寂れてしまうの

ではないか」といった町共通の

問題がある。議員に対しては、

逐次現地確認をして、議会で課

題を取り上げてほしい。現地に

来る時に声をかけてもらえれ

ば、地元の声を伝えることがで

きる。 

独立行政法人水資源機構が

主体の事業ですので、同機構や

市に対して強く働きかけるよ

うにします。 

西沢町 

いちご市のＰＲについて、い

ろいろ工夫して市内では認知

されてきたが、重要なのは地区

外からどれだけ人を呼び込め

るかである。東武日光線でラッ

ピング電車を走らせたりなど、

予想外のことをやってはどう

か。 

 

議会では、決算特別委員会の

際に「いちご市のＰＲ予算が少

ない」と指摘したり、予算の追

加要望をしています。もっと力

を入れるよう、さらに求めてい

きます。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

油田町 

娘が医療ケアの施設に通っ

ているが、地区要件に合わず移

動支援が受けられていない。送

迎する親も高齢化してきてい

る。どの地域からも移動支援が

受けられるよう要望する。 

持ち帰り検討させてもらい

ます。 

下南摩町 

総合計画の目標に「学力の向

上（全国平均以下⇒全国平均）」

とあるが、鹿沼市の学力水準は

全国平均以下なのか。 

教育委員会では、はっきりし

た順位は公表していませんが、

全国平均で栃木県は中間より

少し下になっています。鹿沼市

は栃木県の中で中間に位置し

ていますので、全国で見ると、

平均より若干下になるようで

す。現在、鹿沼市では 59 名の

非常勤職員を配置して子ども

達に手厚い学習指導をおこな

っているところです。平成 30

年度は平均並みに向上してい

るということですが、教育委員

会への課題として持ち帰らせ

ていただきます。 

佐目町 

近年、局地的豪雨が増えてお

り、河川の氾濫が心配。大雨の

度に川の水かさが増し、堰が塞

がってしまう。抜本的な対策が

必要だと思う。 

市でも毎年、河川改修工事を

発注していますが、鹿沼は川が

多く、改修には多額の予算がか

かり、なかなか進まないのが実

情です。引き続き、県や市に強

く要望していきます。 
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中 央 地 区 
開 催 日：平成３０年１１月８日（木） 
開催場所：総合福祉センター 
参加議員：島田一衛、佐藤誠、大貫毅、赤坂日出男、大貫武男、大島議長 
 
発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

今宮町 

鹿沼には川上澄夫美術館は

あるが、鹿沼の美術館はない。

美術館を整備してほしい。 

議会においても美術館につい

ては関心を持って対処して行

きます。 

今宮町 

富士見通り(市道 5079 号線)

の歩道と上都賀庁舎の前(市道

5100 号線)の西側の歩道の整

備を要望する。 

議会として認識しており、し

っかりと執行部に訴えていき

たいと思います。 

麻苧町 

市の人口年間 800 人の減少

と高齢化の深刻な問題をどの

ように訴えていくのか。分かり

やすいパンフレットの作成を

お願いできないか。また、市民

の身近な問題として、説明する

ためのパンフレットを作って

もらいたい。「今、何が進行し

ているのか」「10 年後、20 年後

はどうなってしまうのか」、具

体的な問題を提起し、危機感を

伝えるパンフレットを作って

もらいたい。 

人口減少の現実を分かりや

すくパンフレットにすること

は、対策を次につなげていくた

めに大切なことだと思うので、

参考にさせていただきます。 

また、鹿沼市は人口ビジョン

と言う統計による冊子を作っ

ており、様々な問題をまとめた

予測統計を出しています。 

 

三幸町 

残念なのは、栃木県の中で鹿

沼市の人口が最も落ち込んで

いること。今まで先を見据えた

対策をしてこなかった結果だ

と思う。落ち込みの小さい他市

の状況をきちんと分析しても

らいたい。 

子育て支援に関しても、学童

保育が本当に充実しているの

か、考えてもらいたい。 

 

議会でもきちんと調査した

い。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

麻苧町 

現在、40 歳以下の議員はい

ない。全国の市町村では、議員

の成り手不足が問題になって

いるところもあるが、鹿沼市で

は対策を考えているのか。 

本市議会としても課題とし

て認識しています。もっと市政

に関心を持ってもらえるよう

な議員活動をしていかなけれ

ばならないと感じています。 

麻苧町 

政務活動費の区分に調査旅

費とあるが、仕事で行くのだか

ら含めなくていいのではない

か。 

政務活動費の適正な執行の

ため、定められた基準等に従っ

て区分しています。 

麻苧町 

平成 29 年度の政務活動費

で、行政視察に 234 万円も使っ

ている。市の方へこれだけの金

額が反映できればいいのだが、

どうか。 

政務活動費の使途の一つと

して、各種施策における先進地

の視察調査に使っています。そ

の結果、本市に取り入れ方が良

い施策について、執行部に対し

提言や問題提起を行っていま

す。 

三幸町 

高齢者の地域包括支援ケア

システムを来年度中に全 17 地

区で立ち上げることになって

いるが、高齢者の見守りと言っ

ても若い人は仕事をしている

ので見守れないのが現状で、取

決めだけでそれを実行に移す

のは難しい。市議会でも取り上

げてくれない。予算もないの

で、支援者に対して何らかの援

助がないと難しい。議員や市の

担当者に話してもなかなか進

まないのが現状である。市に専

門の部署を設けるほどの重要

な案件だと思っているので、意

見を聞きたい。 

地域包括支援ケアシステム

においては、地域に担っていた

だく部分があります。現実に

は、元気な高齢者が弱っている

高齢者の面倒を見ることにも

なるかもしれません。見守り、

買い物支援、食事、掃除、外出

時の付き添いなど、支出を伴う

部分もあると思いますので、行

政側が果たすべき役割につい

て、議会として伝えていきま

す。 

不明 

議員報酬は年額 700 万円く

らいか。選挙がなければ悠々自

適な生活が送れると思うが、選

挙があると生活費も制約され

てしまうので、若い人は議員に

議員定数や報酬などの視点

でも議会改革を議論している

ところです。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

なることに魅力を感じないと

思う。若い人や一般のサラリー

マンも立候補できるよう、議員

定数や報酬などの環境を整え

てほしい。 

西鹿沼町 

各市で少子高齢化・人口減少

に関する施策を実施している

が、ベンチマークになる自治体

はあるのか。 

過去の施策の成功事例を教

えてほしい。毎年人口が 800 人

減っているとのことだが、減少

している中でも、何かしらの施

策をやっているから 800 人の

減少で抑えられているんだと

いうのがあれば分かるように

してほしい。 

特にベンチマークとして設

定しているものはありません。

市独自に目標を決めています。 

「まち・人・仕事総合戦略」

の中で KPI という施策ごとの

進捗状況を検証するために設

定する指標があり、先日、議会

の方にもその中間報告があり

ました。詳細は省略しますが、

人口減少に歯止めをかけるこ

とができないというのが現状

のようです。 

麻苧町 

人口減少問題が改善するま

で、或いは成果が出るまで、こ

れだけに取り組むと言うこと

にしてはどうか。 

常任委員会ではそれぞれテ

ーマを決めて調査に取り組ん

でいますが、人口減少問題につ

いては総務常任委員会及び文

教民生常任委員会で取り組ん

でもいいのではないかと思い

ます。また、常任委員会でも横

の連携を取っていければと思

います。 

今宮町 

なぜ鹿沼市には、宇都宮市の

悠久の丘のような斎場がない

のか。鹿沼市から悠久の丘を利

用している事例も多いと聞く。

市民の利便性を考慮した斎場

を整備してもらいたい。 

《追加コメント》 

この質問については回答を

求められていませんが、今後の

議会活動の参考にさせていた

だきます。 
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北 押 原 地 区 
開 催 日：平成３０年１１月８日（木） 
開催場所：北押原コミュニティセンター 
参加議員：阿部秀実、舘野裕昭、谷中恵子、津久井健吉、船生哲夫 
 
発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

みなみ町 

高校生との意見交換会を開

催したようだが、どんな内容だ

ったのか。議会で取り上げるほ

どの意見はあったか。 

今後は、その内容についても

議会報告会の資料に掲載して

ほしい。 

道路や歩道など交通の便、コ

ンビニなど利用できる店が少

ないなど、交通や通学における

利便性に関する意見が多く、私

たち議員が認識している課題

と共通するものがありました。

高校生の意見も尊重し、さらに

市や県に要望していきたいと

思います。 

議会だよりには掲載しまし

たが、今後、議会報告会の資料

にも掲載できるようにします。 

みなみ町 

建設水道常任委員会の提言

の中の「市街化区域外の地域に

おける集落機能維持」は具体的

にどういうことか。 

みなみ町は一番東側の地域

で、400 世帯の町です。地域の

拠点はコミセンですが、高齢者

はコミセンまでの交通手段が

ないこと、道路整備が遅れてい

ることなどが課題です。町の発

展と集落の維持には道路整備

が不可欠なので、ぜひお願いし

たい。 

地域によっては限界集落に

なっているところもある。集落

の維持や定住・移住に関してど

う取り組んで行くかというこ

とです。 

道路整備や交通手段の確保

については、その推進に向け、

議会全体で取り組んで行きま

す。 

みなみ町 

上殿町 

建設水道常任委員会の提言

の中の「北押原地区の逆線引き

地域の見直し」とは具体的にど

ういうことか。 

経緯について、これは県が止

めているのではなく、当時、市

持ち帰ってよく調べます。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

がこの計画を持ってきたが、一

方的な計画で住民が反発した。

よく調べてもらって、地元に禍

根を残さないように臨んでも

らいたい。この計画は地区全体

としてやったものではなく、一

部の農業者と市の方の個人的

な関係でやったものと推察し

ている。議員にはそうした経緯

を理解してもらってこそ、鹿沼

市の未来があると思う。 

上殿町 

新庁舎問題について、何度も

議会に傍聴に行ったが、質問方

法など議会運営にも問題があ

ったのではないかと思う。ま

た、庁舎の計画面積が 12,000

㎡から減っているのに、予算の

60 億円は減らさないのか。市

民が納得できる説明が欲しい。 

自然災害が近年多発してい

ますが、熊本地震で庁舎が被災

したことを機に、本市でも防災

拠点となる庁舎を立て直すべ

きということになりました。本

市の現庁舎は、東日本大震災の

時ににひびが入り、その後の耐

震診断で「次に震度 6の揺れが

あると建物が崩壊する」という

結果になり、庁舎建て替えの議

論が始まりました。議会報告会

や市民会議で、市民からいろい

ろな意見が出ました。その後、

新庁舎整備に関する検討委員

会が設置され、6か所の候補地

から現庁舎位置が選定されま

した。庁舎の面積が小さくなっ

たのは、2020 年東京オリンピ

ック関連施設の建設時期と重

なり、材料費や人件費などの高

騰が懸念されたことから、コン

パクト化することになりまし

た。 

上殿町 

今までの市民に対するアン

ケート調査で、「現庁舎位置が

いい」という結果にはなってい

新庁舎整備については、私た

ち議員も市にいろいろな意見

をしてきました。今後も、機を
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

ないのではないか。また、県の

水害想定区域の基準が改定さ

れたが、素掘り池など、地域の

防災対策を優先すべきではな

いか。もっと市民のいろいろな

意見を聞いていかないと、合意

形成はできない。 

捉え、様々な提言をしていきた

いと思います。 

みなみ町 

人口減少対策は、まずは道路

の整備だと思う。道路が抜けて

ライフラインがしっかりしな

いと発展しない。さつきロード

のところに産業団地が計画さ

れているが、果たしてどれだけ

の企業が進出して、どれだけの

雇用が生まれるのか疑問なと

ころ。壬生町では大きな工場の

誘致と道路整備が進んでいる

が、そのような思い切った対策

が必要。鹿沼は農業、林業、産

業の特色あるまちなので、皆が

住み良い町にして欲しい。 

新産業団地は 30～40 ヘクタ

ール規模で計画されています。

工業に限らず産業全般からの

誘致をしたいと考えています

ので、発展が期待されるところ

です。 

上殿町 

子育て支援に関する活動を

やっているが、市に支援を相談

しても「お金がない」としか言

わない。子育て支援と謳いなが

らも、そんな予算措置しかでき

ないのはまずいと思うし、その

予算の枠を決めていくのは議

会だと思うので、しっかりやっ

てもらいたい。 

新産業団地について、土地を

造成するだけでなく、どんな業

種の会社に来てほしいのか、目

的を持って計画を進めるよう、

議会でも議論してほしい。もの

づくりは鹿沼の特徴的なこと

だと思うので大事にしてほし

いずれもご意見の通りと共

感するところです。参考にさせ

ていただき、議会としての方向

性を出していきたいと思いま

す。 

道路整備については道路沿

いの地権者の了解が必要にな

りますので、自治会として要望

を取りまとめて、請願等を出し

ていただけるといいかと思い

ます。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

い。 

定住促進では、道路や交通の

整備と合わせて、どういう場所

に人が住む場所を作るのかな

ど、議会は市民の意見を聞いて

進めてもらいたい。 

みなみ町 

今は結婚をしなくとも女性

が自立できる時代。医療費や幼

児教育・保育の無償化など経済

面ばかり支援しても、子どもが

増えることにつながらないの

ではないか。小学校からの家庭

や教育制度まで掘り下げて、も

っと根本的な対策が必要だと

思う。 

現在も、子育て世代が安心し

て子どもを産み育てられるよ

うにするためのサポート体制

の整備や小中学生が赤ちゃん

と触れ合う場の提供など、経済

面以外でも各種の事業を実施

しています。また、県内で最も

多い 59 名の非常勤職員を配置

するなど、教育に力を入れてい

るところでもあります。いただ

いた意見を今後の活動に生か

していきたいと思います。 

みなみ町 

国道 293 号からコミセンに

入るところの案内看板が分か

りにくいので、改善してほし

い。 

協議会長を通じてお願いし

ていただくことになります。 
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北 犬 飼 地 区 
開 催 日：平成３０年１１月１２日（月）  
開催場所：北犬飼コミュニティセンター 
参加議員：石川さやか、市田登、増渕靖弘、横尾武男、鰕原一男、大島久幸 
 
発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

松原 

市民が安心してボランティ

アなどの活動を行えるよう、

行政の方で事故等に備えた補

償制度を整備してほしい。 

地域における互助・共助は今

後ますます大切になってくるの

で、そういった地域の活動にお

ける十分な補償制度が必要だと

感じている。市でも対応すべく

検討しているようなので、議会

からも後押ししたい。 

池の森 

花木センターの振興・活性

化について、施設は現況のま

まなのか。いちごの摘み取り

もやっているが、今のままで

は花木センターで何をやって

いるのか分からない。 
以前、道の駅にするという

話が議会で出ていなかった

か。 
農産物で市は「いちご、い

ちご」と力を入れてＰＲして

いるが、その農産物はどこに

行けば買えるのか。市外から

来た人にはどこで売っている

か分からない。そういう面で

も活性化させてもらいたい。 

ある程度資金を投入しないと

売り上げに結び付かないと思い

ます。また、現況では、「さつき

などを売るところが一番奥にあ

る」「駐車場から遠い」、また、

「外からは施設の様子が分から

ない」などの課題があり、活性

化させるためには大胆な変革が

必要だと感じています。 
道の駅の話はありません。 
農産物のＰＲや花木センター

の活性化については、農林業活

性化特別委員会や環境経済常任

委員会の中で調査研究を重ねて

きました。私たち議員も花木セ

ンターを何とかしなくてはなら

ないと思っていますので、引き

続き取り組んでいきます。 

深津 

政務活動費について、平成

29 年度の支出内訳は調査旅

費が半分以上を占めるが、ど

んな調査研究を行ったのか。 

会派ごとにテーマを決め、そ

れに関して先進的な取組を行っ

ている自治体等への視察調査を

行っています。 

池の森 地元の池の森小学校は児童

が 18 人しかいない。人口減

少子化は重要な問題です。人

口が増えている事例を見ると、
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
少は切実だ。他の地区もいず

れ同じようになる。何がネッ

クなのか。何か策を考えてほ

しい。数字を出さないと住民

は納得しない。私たちの池の

森小学校はどうなってしまう

のか。１名でも２名でも増や

す策はないのか。 

働き口と子育てしやすい教育環

境が整備されています。先進事

例を調査研究しながら、行政も

議会も一丸となって少子化問題

にアプローチしていかなければ

なりません。これがいいという

答えはありませんが、成功例を

見ながら変えていく柔軟な姿勢

も必要です。議会で議論し、執

行部にも提言していきます。 

上石川 

テレビで「特別養子縁組制

度」についてやっていた。少

しでも人口増加になると思う

ので、議会で検討してほしい。 

今までにない発想なので、参

考にさせていただきます。 
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北 部 地 区 
開 催 日：平成３０年１１月１３日（火） 
開催場所：市民情報センター 
参加議員：鈴木毅、加藤美智子、鈴木敏雄、小島実、湯澤英之、関口正一、 

谷中副議長 
 
発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

上材木町 

議会報告会に出席する議員

の編成について、一人くらい地

元のことを分かっている議員

が入っていた方がいいのでは

ないか。 

「広く市全体を見る」という

ことで、敢えて地元の議員は入

れない編成でやっていますが、

次回に向け、広報広聴委員会で

十分検討させていただきます。 

上材木町 

議員定数について、人口減

少・高齢化が進展しているこ

とから、22 ぐらいが妥当だと

思う。 

現在、議会改革特別委員会で

議論しているところです。 

睦町 

平成 28,29 年度も防災をテ

ーマとして議会報告会が開催

されたが、そこで出された意

見が実際にどのように市の政

策に反映されたのかが見えな

い。具体例を示してもらいた

い。 

市全体の防災マップは作成

されているが、もっと詳細な地

区別の防災マップを地域住民

で話し合って作成していると

ころもあります。 

睦町 

防災マップについて、睦

町、文化橋、上田町の辺りは

避難場所がない。他にも防災

マップにある避難場所の記載

が不適なところがある。 

当該地域の避難場所は情報

センターになっていますが、黒

川の浸水想定区域に入ってお

り、浸水時は避難することがで

きません。地域で避難する場所

がないというのは、大変なこと

だと思いますので、持ち帰りよ

く確認させていただきます。 

睦町 

川底浚いをやってほしいと

機会があるたびに言ってい

る。管轄が市ではないのは分

かるが、市議会の皆さんにも

頑張って訴えてほしい。 
 

県の方でも優先順位や予算

の都合があるようですが、私た

ち議会からも引き続き訴えて

いきます。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

文化橋町 

文化活動交流館の外壁が朽

ちている。プレートには「平

成 15 年」とあり、意図があ

って古くなってから多大な費

用をかけて交換するのかと思

ってしまう。塗装などまめに

手入れすれば低予算ですむの

ではないか。 

現地を確認して、必要な要望

は市に届けたいと思います。 

千手町 

新庁舎整備ついて、現在の

進捗状況と今後議会としてど

んな風にして対応してゆくの

か、教えてほしい。 
未だに、場所のことを問題

にする声が聞こえてくるが、

市民としては使い勝手の良い

新庁舎ができるよう望んでい

る。 

現在、実施設計に入ってお

り、議会からも会派ごとに意

見・要望を提出しています。 
議会全体としては、「市民が

一番使いやすい庁舎を整備す

る」という方針で向かっていま

す。 
《追加コメント》 
整備費用について、当初は合

併特例債の活用を検討してい

ましたが、現時点においては市

町村役場機能保全に係る起債

と庁舎建替えのための基金で

整備することで進めています。 

御成橋町 

住宅地の中にある公園の除

草について、市に聞くと、「予

算がない。地域のみなさんで

やってほしい。」と言われる

が、小さい公園も市で管理し

てほしい。 

民間業者が開発した住宅地

の公園は、地域住民による管理

が基本になります。しかしなが

ら、住民が除草をずっとしてゆ

くことは困難でしょうから、議

会の方でも改善策を検討した

いと思います。 

御成橋町 

戸張町内の道路で北小の通

学路にもなっているところ(市
道 5113 号線)が、行き交うの

に狭すぎて子どもたちが通学

するのに危険な状態である。

以前から市に訴えているが、

どうなっているのか調べてほ

しい。 

現地を確認します。 
《追加コメント》 
平成 30 年 11 月 19 日に現地

確認しました。市の所管課に確

認の上、所要の対応を講じるよ

う求めていきます。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

御成橋町 

大学誘致の考えはないか。 高校生との意見交換会でも、

「大学や専門学校ができない

か」という意見が上がりました

が、大学の母体そのものが少子

化に悩んでいる現状では難し

い状況です。 

御成橋町 

准看護学校の敷地内の防犯

灯が老朽化してそのままにな

っている。御成橋町の所管に

はなっていないので、どこで

対応すべきものなのか。 

現地を確認します。 
《追加コメント》 
平成 30 年 11 月 19 日に現地

確認しました。市の所管課に確

認の上、所要の対応を講じるよ

う求めていきます。 
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西 大 芦 地 区 
開 催 日：平成３０年１１月１３日（火） 
開催場所：西大芦コミュニティセンター 
参加議員：石川さやか、市田登、増渕靖弘、横尾武男、鰕原一男、大島久幸 
 
発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

草久 

議会報告会の実施方法に変

更の余地があるのではない

か。出された意見に対する回

答がない。例えば昨年は防災

に関する意見が出たが、それ

に対する説明が抽象的で、き

ちんとした回答がなされてい

ないように思う。 

《追加コメント》 
議会報告会でいただいた意見

や要望については、政策調査研

究委員会で検討の上、執行部に

提言していますが、それに対す

る回答は求めない形にしていま

す。 

草久 

ホームページを開設してい

る議員が少ない。開設してい

ても、頻繁に更新をしている

人もいれば、選挙後そのまま

の人もいる。メールアドレス

を公開していない人もいる。

今後どうしていくのか。 

ホームページの活用やメール

アドレスの公開は議員の自己責

任で対応しており、インターネ

ットを活用する者、足で稼ぐ者、

それぞれのスタイルでやってい

ます。 
一方、議会全体としての取組

については、開かれた議会を目

指し、市のホームページやユー

チューブを活用して発信してい

ます。 

上大久保 

子育て支援について、経済

面は充実してきていると思う

が、ソフト面も充実させて欲

しい。特に学童は本来 6 年生

まで通えた方がいい。誰もい

ない家に帰って一人で過ごす

ことは問題。うちの孫は西小

で、「狭くなったので増築した

い」と言ったら、「子どもが減

るのに増築する必要はない」

と行政の方から言われた。そ

ういうところから子どもの育

行政サイドでの考え方が主

で、実際にはかゆいところに手

が届く政策になっていない部分

もあります。子育て真っ只中の

方やこれから子どもを持つ人の

声を聞くべきと考えています。

議会内でも議論し、市長に強く

要望していきます。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
てにくさを感じ、子どもを産

まなくなってしまうと思う。 

草久 

古峰ヶ原街道は途中で行き

止まりになっている。その先

の粟野の方でも同じようで、

観光客が回遊するルートが遮

断されている状況はもったい

ない。早急に開通させること

で、観光が発展し人口減少の

歯止めにもなると思う。古峰

ヶ原の方はテレビの影響もあ

り賑わっているようだが、そ

れが粟野の方にも流れるよう

に検討されたい。 

地元の方の想いも理解できる

ところです。貴重なご意見とし

て、執行部に訴えていきます。 

草久 

西大芦小の閉校後、お弁当

作りだけは活発にやっている

ところだが、ある業者が 2,3
階を利用して宿泊施設をやり

たいということで、考え方を

示してきた。自分たちも要望

を示したが、地元としては「業

者に入ってもらい、雇用も創

出してほしい」と考えている。

実現するか分からないが、近

いうちに市とも協議する予定

なので、議会としてもバック

アップしてほしい。 

とても将来性のある話だと思

います。市との協議結果も踏ま

え、議会としてもできる限りの

支援をしていきたい。 

草久 

今後ますますひとり暮らし

の高齢者が増えていくと、施

設入所やお墓、財産管理など

の問題に対応しきれない事態

になる。そういった問題を行

政が一括して支援すること

で、複雑化するのを未然に防

ぐことができると思う。 

少子高齢化の問題は構造的な

対策が必要と感じており、そう

いった手法も研究する価値があ

ると思います。 

草久 リーバスで買い物に行こう

としても、高齢者にとって両

高齢者がバスで買い物に行く

のは大変なことだと思います。
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
手に荷物を持ったままバスに

乗るのは困難。話を聞くと、

「手押し車ごとバスに乗れた

らいいのに」という声が多く

聞かれる。何とか対応しても

らえないか。 

予算の問題もありますが、バス

に昇降機が付けられないか、今

後要望していきたい。 

草久 

現在、地区の中学生は 10 人

くらいしかおらず、スクール

バスで西中に通っている。や

がて、みんな不便さを感じて

地元を離れてしまう。一人で

も残ってほしいが、地元に働

く場所がない。教育費の無償

化を高校まで広げるなど親の

負担をいろいろ減らして、地

元に残ってもらう意識付けを

してほしい。一つでも新しい

芽生えを残すよう切実に考え

てもらいたい。 

地元に仕事がなければ街中

に、鹿沼になければ都会に、出

ていってしまうという負の連鎖

を断ち切るには、働き口を確保

しなければなりません。貴重な

意見として受け止め、産業の育

成なども含め総合的に対策を考

えていきたい。 

草久 

いろいろな施策を展開して

いるのは分かるが、例えば医

療費や幼児教育・保育の無償

化など経済面ばかり支援して

も、子どもが増えることにつ

ながらないのではないか。も

っと根本的な対策が必要だと

思う。 

やはり子育てに対する安心感

や子どもを産む動機付けがない

と結果に結びつきません。もっ

と当事者である若い世代の意見

に耳を傾け、さらなる提言をし

ていきたい。 

草久 

いくら子育て支援に関する

施策を行っても、結婚しない

人が増えているのはなぜか。

人の考え方や気持ちは施策以

前の問題であり、何か大切な

ものがあるのではないかと思

う。 

《追加コメント》 
貴重なご意見ですので、議会

として検討していきたいと思い

ます。 

上大久保 
旧西大芦小跡地の利用に漕

ぎつけるのに３年かかった。

これから廃校が増えると思う

議会も一緒に悩んで、法律的

なアドバイスもできるようにし

たい。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
が、それを有効活用するには

法手続きなど地域住民だけで

は困難な部分もあるので、近

隣の議員が相談に乗るなど助

けになってもらいたい。 

閉校した学校が活用されれ

ば一人でも二人でも雇用が生

まれて、そこが生活の基盤と

なり、人口流出が少しでも防

げたらと思う。 

草久 

新庁舎整備について、未だ

に「庁舎位置がどうだ」など

とやっているのか。平成 30 年

に下野市と那珂川町に視察に

行っているようだが、まだ視

察しているような段階なの

か。 

新庁舎の建設位置は現庁舎位

置に決まっています。現在、予

定どおり実施設計が進められて

います。進捗状況については広

報かぬまで逐次周知されていま

す。 

草久 

夏場や紅葉の時期に多くの

人が訪れ、交通に支障を来し

ている。幟を立てたりなどい

ろいろな対策をやっている

が、マナーが悪く、ゴミ拾い

が大変。地元の人はとても迷

惑している。警察も含めて徹

底した指導をしてもらえない

か。こんなことでは住む人が

いなくなり、年寄りばかりに

なってしまい、草刈りもゴミ

拾いもできなくなってもっと

大変になる。行政の職員に体

を張ってもらいたい。人口が

減っても議員や職員は減らさ

ないのだから、掃除の手伝い

くらいしてもらいたい。道路

清掃の日に各地区１人くらい

職員にも手伝ってほしい。 

マスコミ効果で西大芦がにぎ

わってきたのでいいイメージし

かなかったが、その反面、地元

で困っているのも理解しまし

た。私たち議員にどんなことが

できるか、よく検討して執行部

に伝えたい。 
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永 野 地 区 
開 催 日：令和元年５月１３日（月） 
開催場所：永野コミュニティセンター 
参加議員：島田一衛、佐藤誠、大貫毅、赤坂日出男、大貫武男、大島議長 
 
発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

下永野 

鹿沼市の 60 歳以上の職の幅

が狭いと感じる。ハローワーク

に通い、製造業を中心に 25 社

程度紹介されたが、すべて断ら

れた。これについてどう思う

か。 

年金受給開始年齢までの職

を確保することは重要な問題

です。ハローワークと市が連携

して職業相談に取り組んでい

る市もあるようであり、今後考

えていくべき課題だと思いま

す。 

下永野 

現在、永野小学校は児童が

20 名しかいない。教育活動も

満足にできない状況。このまま

だと人口がどんどん減って、冠

婚葬祭もできず、いずれ限界集

落になる。中山間地域はやはり

農林業だと思う。それで生活し

ていけるよう、農林業の施策を

重点的にやっていって欲しい。 

農林業の活性化は喫緊の課

題と理解しています。森林環境

譲与税の活用、マカ等の中山間

地域作物の振興、野生鳥獣害対

策など、各種施策について地域

の皆さんと相談し、解決策を見

つけていきたい。 

上永野 

永野の道路 12 キロメートル

のうち与洲部分は 4 キロメー

トル。そのうち、片側一車線で

整備されているのは 200 メー

トルしかない。県道の整備につ

いても、検討してもらいたい。 

要望としてお聞きしておき

ます。 

上永野 

以前、新駅構想があったが、

駅は人が集う場所なので、新庁

舎整備が一段落したら検討し

てはどうかと思う。 

要望としてお聞きしておき

ます。 

上永野 

栃木市・佐野市・足利市・小

山市には大学・短期大学がある

が、鹿沼にはない。大学誘致に

より少しでも人口減少に歯止

めがかかると思う。 

要望としてお聞きしておき

ます。 
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 

上永野 

住民から地域によっていろ

いろな困りごとが出ると思う

が、住民の意見をどういうふう

に市政に届けているのか。 

この報告会もそうだが、各議

員が様々な会合に出席して地

域住民と話し合いをさせても

らい、その中で住民の意向とい

うものを吸い上げた上で、執行

部に対して一般質問等で要望

や提案をしたり、或いは担当課

に出向いて説明や対策を求め

たりしています。 

下永野 

住民投票について、どのよう

な考えを持っているか。どうい

う状況になったら、住民投票を

やるのか。 
一部の団体が実施した新庁

舎位置に関する住民アンケー

トにおいて一つの結果が出て

いるにもかかわらず、議員の皆

さんは私たち市民の代表であ

りながら、それを無視した。「市

民の意見を市政に届ける」など

と言って、逆のことをやってい

るのではないかと疑問を持っ

ている。 

住民投票は、地域における

問題を解決するための選択肢

の一つですが、まずは、市民

から選ばれた議員が、議会に

おいて議論を尽くし、合意を

目指すことが最善と考えま

す。 
住民投票は、「○か×か」を

問う形になので、「説明や情報

開示が尽くされないと、十分

な理解のないまま選択するこ

とになる」、「地域を分断して

しまう」などのデメリットも

考えられます。 

上永野 

永野地区には議員が一人も

おらず、「地域住民の声を吸い

上げる」チャンスがないという

のが現状。本日、永野地区の議

会報告会に臨むに当たり、各出

席議員が持った永野に対する

提案や所感を聞きたい。 

地域の柱である農業や林業

に重点を置いた施策が必要と

感じます。 
蝋梅や蕎麦、野州麻など良

いものがたくさんあるので、

それらの地域資源を生かすこ

とで、少しでも人口減少に歯

止めを掛けられると思いま

す。 
ないものねだりではなく、

あるものをいかにして発展さ

せていくかが大事だと思いま

す。 
資源や人が豊富な地区なの
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発言者地区名 発言要旨 回答要旨 
で、地域の課題を皆で力を合

わせて考えることで解決につ

ながると思います。 
地域の具体的・個別的な問

題を突き詰めて話し合い、声

を挙げていくことが大切と思

います。 
本日の出席議員は全員粟野

地区外の者ですが、「議員一人

ひとりが、市全体を理解しな

くてはならない」という考え

がありますので、ご理解くだ

さい。 

下永野 

分町の問題には触れて欲し

くなかった。あれで永野はバラ

バラになった。せっかくここま

で「何とか修復しよう」と頑張

ってきた人もいるのに、またぶ

り返しになってしまうことは

避けたい。 
一部の意見だけで、「永野地

区はこうだ」と捉えるのではな

く、多様な視点で見てもらいた

い。 
永野に来るときは、永野の住

民の気持ちというものを勉強

してから来てほしい。 

《追加コメント》 
このご意見については特に

回答を求められませんでした

が、議会として真摯に受け止

め、今後の活動に生かしたい

と思います。 

 


